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中
国
研
究
集
刊 

珍
号
（
第
六
十
四
号
）
平
成
三
十
年
六
月　

一
四
四
︱
一
五
二
頁

本
提
要
は
、『
中
国
研
究
集
刊
』
果
号
（
第
六
十
三
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
五
）」
の
続
編
で

あ
る
。
今
回
は
、
清
華
簡
の
原
釈
文
お
よ
び
研
究
書
を
取
り
上
げ

る
。
以
下
、「
原
釈
文
」「
研
究
書
（
中
文
書
）」「
研
究
書
（
和

書
）」
の
三
つ
に
分
類
し
て
紹
介
す
る
。

原
釈
文

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
〔
陸
〕』（
清
華
大
学
出
土
文
献
研

究
与
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
六
年
四

月
、
二
四
一
頁
、
縦
組
繁
体
字
）

清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
清
華
簡
）
の
図
版
と
釈
文
と
を
収
載

し
た
書
。
本
書
は
そ
の
第
六
分
冊
に
あ
た
る
。
上
下
二
冊
か
ら
な

り
、
上
冊
に
は
カ
ラ
ー
の
原
寸
大
図
版
・
拡
大
図
版
が
収
め
ら

れ
、
下
冊
に
は
釈
文
・
注
釈
・
字
形
表
・
竹
簡
信
息
表
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
本
書
に
は
、『
鄭
武
夫
人
規
孺
子
』・『
管
仲
』・『
鄭

文
公
問
太
伯
』（
甲
乙
）・『
子
儀
』・『
子
産
』
の
五
篇
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
以
下
、
各
整
理
者
の
説
明
を
も
と
に
、
文
献
を
紹
介

す
る
。

『
鄭
武
夫
人
規
孺
子
』
の
整
理
者
は
李
均
明
氏
。
竹
簡
は
計
十

八
枚
現
存
し
、
竹
簡
背
面
の
劃
痕
か
ら
推
測
す
る
に
、
第
十
五
簡

が
欠
落
し
て
お
り
、
恐
ら
く
本
来
は
十
九
枚
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
竹
簡
の
保
存
状
態
は
良
好
で
、
筆
跡
も
は
っ
き
り
と
し
て

い
る
。
簡
長
は
約
四
十
五
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
六
セ
ン
チ
、
三
道
編

綫
。
竹
簡
背
面
に
劃
痕
が
三
本
見
ら
れ
る
が
、
編
号
（
竹
簡
番

号
）
は
確
認
で
き
な
い
。
配
列
順
番
は
内
容
と
劃
痕
か
ら
決
定
さ

新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要（
十
六
）

椛
島
雅
弘
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れ
た
。
篇
題
は
な
く
、『
鄭
武
夫
人
規
孺
子
』
は
整
理
者
に
よ
る

仮
称
で
あ
る
。
整
理
者
に
よ
れ
ば
、
本
文
献
は
春
秋
時
代
の
早
期

に
成
立
し
、
今
見
え
る
テ
キ
ス
ト
は
戦
国
時
代
の
抄
本
で
あ
る
。

本
篇
は
、
春
秋
早
期
、
鄭
の
武
公
が
世
を
去
っ
て
か
ら
埋
葬
さ

れ
た
頃
の
話
で
、
武
公
の
夫
人
武
姜
ら
が
跡
継
ぎ
の
荘
公
に
対
し

て
戒
め
の
言
葉
を
送
る
様
子
や
、
そ
れ
に
対
す
る
荘
公
の
態
度
が

記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
『
左
伝
』
等
の
歴
史
書
も
、
武
公
と
武
姜
の
君
主
継
承
に

関
す
る
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
そ
れ
ら
は
本
文
献
と
は
観
点

が
異
な
る
ほ
か
、
叙
述
が
簡
略
で
あ
り
、
本
文
献
に
し
か
見
え
な

い
内
容
が
存
在
す
る
。
よ
っ
て
本
文
献
は
、
春
秋
初
期
の
鄭
国
史

を
研
究
す
る
際
、
特
に
武
公
が
世
を
去
っ
た
後
の
跡
継
ぎ
問
題
を

め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
権
力
闘
争
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
資

料
価
値
を
有
す
る
。

『
管
仲
』
の
整
理
者
は
劉
国
忠
氏
。
竹
簡
は
現
存
三
十
枚
、
簡

長
は
四
十
四
・
五
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
六
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
。
竹

簡
の
保
存
状
態
は
良
好
だ
が
、
第
二
十
八
簡
の
下
部
と
第
二
十
九

簡
の
上
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
こ
の
両
簡
の
間
に
欠
簡
が
存
在
す

る
可
能
性
が
あ
り
、
第
二
十
九
簡
と
第
三
十
簡
の
間
に
も
欠
簡
が

あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
篇
題
は
見
え
ず
、
ま
た
編
号
も
見
え
な

い
。
本
文
献
は
、
斉
の
桓
公
と
管
仲
の
問
答
形
式
に
よ
り
形
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
管
仲
」
と
命
名
さ
れ
た
。

本
文
献
は
、『
管
子
』
の
多
く
の
篇
と
文
章
の
形
式
が
一
致
し

て
お
り
、
思
想
も
互
い
に
通
じ
て
い
る
。
一
方
で
、
そ
の
内
容
は

現
行
の
『
管
子
』
諸
篇
と
一
致
す
る
部
分
が
全
く
見
ら
れ
な
い
の

で
、
恐
ら
く
『
管
子
』
の
佚
篇
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

本
文
献
は
対
話
形
式
で
あ
り
、
管
仲
が
自
身
の
治
国
理
念
を
展

開
す
る
。
そ
の
中
に
は
陰
陽
五
行
思
想
が
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に

『
尚
書
』
洪
範
篇
を
引
用
す
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
洪
範
篇
の
成

立
年
代
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
意
見
が
分
か
れ
、『
管
子
』
各
篇
の

成
立
も
多
く
の
論
争
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
文
献
に
よ
り
、
こ
れ

ら
に
関
係
す
る
研
究
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

『
鄭
文
公
問
太
伯
』（
甲
乙
）
の
整
理
者
は
馬
楠
氏
。
本
文
献
に

は
、
甲
本
と
乙
本
が
あ
り
、
両
本
の
内
容
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ

る
。
整
理
者
は
、
両
本
が
同
一
の
書
き
手
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
異

な
る
底
本
を
も
と
に
書
写
さ
れ
た
も
の
だ
と
推
測
す
る
。
竹
簡
は

現
存
二
十
五
枚
、
甲
本
は
十
四
枚
で
第
三
簡
に
欠
損
が
あ
り
、
乙

本
は
十
二
枚
で
第
三
簡
が
欠
落
し
て
い
る
（
実
質
十
一
枚
）。
簡

長
は
四
十
五
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
六
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
。
篇
題
は

な
く
、『
鄭
文
公
問
太
伯
』
は
整
理
者
が
付
け
た
仮
称
で
あ
る
。

本
文
献
は
、
太
伯
が
臨
終
の
際
、
鄭
の
文
公
に
訓
戒
し
た
言
葉

が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
献
の
内
容
の
多
く
は
、『
左
伝
』・『
国
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語
』
に
も
記
載
さ
れ
る
が
、
周
が
東
西
に
分
か
れ
る
時
期
に
在
位

し
て
い
た
桓
公
・
武
公
・
荘
公
に
関
す
る
記
載
は
、
他
の
文
献
で

は
語
ら
れ
な
い
内
容
が
多
く
、
関
連
す
る
歴
史
を
補
う
点
に
お
い

て
資
料
価
値
を
持
つ
と
い
え
る
。

『
子
儀
』
の
整
理
者
は
趙
平
安
氏
。
竹
簡
は
現
存
二
十
枚
、
簡

長
は
お
よ
そ
四
十
一
・
五
セ
ン
チ
～
四
十
一
・
七
セ
ン
チ
、
幅
約

〇
・
六
セ
ン
チ
、
篇
題
は
な
く
、
編
号
も
み
ら
れ
な
い
。
竹
簡
背

面
の
編
号
は
存
在
し
な
い
。
篇
題
も
な
い
。
現
存
す
る
竹
簡
に
欠

損
は
存
在
し
な
い
が
、第
十
五
簡
と
第
十
六
簡
、第
十
九
簡
と
第
二

十
簡
の
間
に
話
の
飛
躍
が
見
ら
れ
、
恐
ら
く
欠
簡
が
存
在
す
る
。

本
文
献
に
は
、
秦
の
穆
公
が
楚
の
重
臣
子
儀
を
送
り
帰
す
様
子

が
記
さ
れ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
送
り
帰
す
際
の
二
人
の
会
話
が

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
殽
の
戦
い
前
後
の
秦
・
晋
・

楚
三
国
の
関
係
や
、
春
秋
時
代
に
お
け
る
外
交
辞
令
を
明
ら
か
に

す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

『
子
産
』
の
整
理
者
は
李
学
勤
氏
。
簡
長
は
約
四
十
五
セ
ン
チ
、

幅
約
〇
・
六
セ
ン
チ
、
現
存
二
十
九
枚
、
内
容
は
子
産
の
道
徳
修

養
及
び
政
策
に
関
す
る
論
説
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
全
体
は
十

個
の
小
段
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
第
九
段
落
ま
で
は
す
べ
て

「
此
謂
…
…
」
と
い
う
形
式
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
本
文
献
は
、

「
聖
君
」
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
人
民
に
利
し
て
自
己
を
向
上
さ

せ
、
民
衆
の
信
用
・
支
持
を
得
る
の
か
、
と
い
う
内
容
で
は
じ
ま

る
。
ま
た
、
子
産
を
重
臣
と
み
な
す
記
述
が
見
え
た
り
、
ど
の
よ

う
に
「
自
勝
立
中
」（
自
己
に
打
ち
克
っ
て
公
平
な
政
治
を
実
現
）

し
て
、「
助
上
牧
民
」（
為
政
者
に
よ
る
人
民
統
治
を
補
佐
）
す
る

の
か
述
べ
る
。
文
献
中
で
は
、
子
産
が
先
賢
先
哲
に
近
づ
け
る
よ

う
努
力
し
た
り
、
良
臣
を
集
め
て
「
六
輔
」
と
す
る
等
の
政
策
が

述
べ
ら
れ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
文
献
中
で
子
産
が
夏
・
商
・
周

の
令
・
刑
（「
三
邦
之
令
」「
三
邦
之
刑
」）
を
参
照
し
て
、「
鄭

令
」「
野
令
」「
鄭
刑
」「
野
刑
」
を
制
定
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、『
左
伝
』
に
お
い
て
、
子
産
が
刑
罰
に
関
す
る
書
を
作

成
し
た
と
い
う
記
載
を
裏
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
情
報
を
補

う
も
の
で
あ
る
。

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
〔
柒
〕』（
清
華
大
学
出
土
文
献
研

究
与
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
七
年
四

月
、
二
三
八
頁
、
縦
組
繁
体
字
）

清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
清
華
簡
）
の
図
版
と
釈
文
と
を
収
載

し
た
書
。
本
書
は
そ
の
第
七
分
冊
に
あ
た
る
。
上
下
二
冊
か
ら
な

り
、
上
冊
に
は
カ
ラ
ー
の
原
寸
大
図
版
・
拡
大
図
版
が
収
め
ら

れ
、
下
冊
に
は
釈
文
・
注
釈
・
字
形
表
・
竹
簡
信
息
表
が
収
め
ら

（ 146 ）



れ
て
い
る
。
本
書
に
は
、『
子
犯
子
餘
』・『
晋
文
公
入
於
晋
』・

『
越
公
其
事
』・『
趙
簡
子
』
の
四
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、

各
整
理
者
の
説
明
を
も
と
に
、
文
献
を
紹
介
す
る
。

『
子
犯
子
餘
』
の
整
理
者
は
陳
穎
飛
氏
。
現
存
十
五
枚
、
簡
長

は
約
四
十
五
セ
ン
チ
、
幅
約
〇
・
五
セ
ン
チ
、
三
道
編
綫
。
第
一

簡
・
第
四
簡
・
第
五
簡
・
第
六
簡
の
上
部
の
編
縄
箇
所
よ
り
上
が

残
欠
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
三
文
字
分
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
第

十
四
簡
の
上
部
が
一
字
分
残
欠
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
以
外
の
竹

簡
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
篇
題
の
「
子
𨊠
（
犯
）
子
余

（
餘
）」
は
、
第
一
簡
の
背
面
（
上
部
の
編
縄
箇
所
の
す
ぐ
下
）
に

見
え
、
ま
た
本
文
と
同
一
の
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
編
号
は

な
い
が
、
句
読
点
を
表
す
符
号
（
墨
点
）
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

『
晋
文
公
入
於
晋
』
の
形
制
・
筆
跡
が
同
一
で
あ
る
と
同
時
に
、

ど
ち
ら
も
晋
の
記
事
で
あ
る
た
め
、
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。

本
文
献
の
性
質
は
『
国
語
』
に
類
似
し
て
お
り
、
重
耳
が
秦
に

亡
命
し
た
際
、
子
犯
・
子
餘
が
穆
公
の
詰
問
に
対
し
返
答
す
る
様

子
や
、
穆
公
と
重
耳
が
そ
れ
ぞ
れ
政
治
に
つ
い
て
蹇
叔
に
問
う
様

子
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

『
晋
文
公
入
於
晋
』
の
整
理
者
は
馬
楠
氏
。
現
存
八
枚
、
簡
長

は
約
四
十
五
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
五
セ
ン
チ
。
第
一
簡
・
第
五
簡
を

除
き
、
欠
損
は
見
ら
れ
な
い
。
篇
題
や
編
号
は
な
い
。
本
文
献

は
、
晋
の
文
公
（
重
耳
）
が
亡
命
生
活
を
終
え
帰
国
し
た
後
、
内

政
を
整
え
、
刑
罰
を
監
督
し
、
祭
祀
を
行
い
、
農
業
を
推
進
し
、

武
備
を
増
設
し
、
城
濮
の
戦
い
に
勝
利
し
て
天
下
に
覇
を
唱
え
、

河
東
の
諸
侯
を
盟
下
に
加
え
る
ま
で
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
内
容

は
、『
左
伝
』・『
国
語
』
等
に
も
記
載
さ
れ
る
が
、
兵
制
に
関
す
る

記
述
は
詳
細
で
、
史
書
の
欠
け
た
部
分
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
趙
簡
子
』
の
整
理
者
は
趙
平
安
氏
。
計
十
一
枚
、
簡
長
は
約

四
十
一
・
六
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
六
セ
ン
チ
、
第
四
簡
・
第
十
一
簡

を
除
き
、
竹
簡
に
欠
損
は
見
ら
れ
な
い
。
編
号
は
存
在
し
な
い
。

本
文
献
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
前
半
部
分
は
范
献
子
の
趙
簡
子
に

対
す
る
諫
言
で
、
後
半
部
分
は
趙
簡
子
と
成
鱄
の
問
答
で
あ
る
。

范
献
子
と
趙
簡
子
は
、
晋
の
著
名
な
人
物
で
あ
る
。
成
鱄
も
晋
の

大
夫
で
あ
り
、
三
者
は
『
左
伝
』
と
『
説
苑
』
に
記
述
が
見
ら
れ

る
。
前
半
部
分
は
、
范
献
子
と
趙
簡
子
の
政
治
上
で
の
微
妙
な
関

係
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
後
半
部
分
は
、
趙
簡
子
と
成
鱄
の
問
答

を
通
じ
て
、「
倹
」「
侈
」「
礼
」
及
び
国
家
統
治
の
間
に
ど
の
よ

う
な
関
係
が
あ
る
の
か
、
弁
別
し
て
論
証
す
る
。
本
文
献
は
、
春

秋
晩
期
の
歴
史
・
思
想
を
研
究
す
る
上
で
一
定
の
資
料
的
価
値
を

有
す
る
。

（ 147 ）



『
越
公
其
事
』
の
整
理
者
は
李
守
奎
氏
。
篇
題
の
「
越
公
其
事
」

は
、
最
終
簡
の
本
文
に
続
け
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
計
七
十
五

枚
、
計
十
一
章
で
構
成
さ
れ
、
各
章
末
尾
に
は
墨
点
が
存
在
し
、

次
章
は
簡
を
改
め
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
竹
簡
の
欠
損
が
い
く
つ

か
見
ら
れ
、
第
一
章
と
第
十
一
章
の
竹
簡
断
裂
は
比
較
的
深
刻
で

あ
る
。
簡
長
は
約
四
十
一
・
六
セ
ン
チ
、
幅
約
〇
・
五
セ
ン
チ
、

背
面
に
は
劃
痕
が
見
ら
れ
る
。
満
写
簡
は
三
十
一
～
三
十
三
字
書

か
れ
、
す
べ
て
同
一
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
書
風
は
謹
厳
整

飾
（
引
き
締
ま
っ
て
い
て
美
し
く
飾
ら
れ
て
い
る
）
で
、
字
体
は

平
た
い
。

本
文
献
の
内
容
は
、『
国
語
』
呉
語
・
越
語
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
。『
国
語
』
呉
語
・
越
語
上
・
越
語
下
と
『
越
公
其
事
』

は
、
す
べ
て
越
の
勾
践
が
呉
を
滅
ぼ
す
こ
と
を
主
題
と
し
た
歴
史

故
事
で
あ
る
。
四
者
の
構
造
は
お
お
よ
そ
同
じ
で
あ
り
、
す
べ
て

勾
践
が
呉
と
戦
い
敗
れ
る
所
か
ら
話
し
が
は
じ
ま
り
、
呉
の
支
配

に
耐
え
て
再
起
を
図
り
、
努
め
励
ん
で
国
を
よ
く
治
め
、
最
終
的

に
は
呉
を
滅
ぼ
す
。

一
方
で
、
叙
述
の
詳
し
さ
や
、
表
現
せ
ん
と
す
る
主
旨
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
が
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
す
べ
て
故
事
の
叙
述
を
主

と
す
る
「
語
」
類
の
文
献
に
分
類
で
き
る
。
ま
た
四
者
は
、
す
べ

て
異
な
る
側
面
か
ら
勾
践
が
呉
を
滅
ぼ
す
過
程
を
描
い
て
お
り
、

ま
た
関
連
す
る
歴
史
事
件
や
教
訓
を
述
べ
て
締
め
く
く
る
。

『
越
公
其
事
』
の
言
語
的
特
色
と
し
て
は
、
文
辞
が
華
麗
で
、

描
写
が
精
緻
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
複
音
詞
が
大
量
に
用

い
ら
れ
て
る
点
も
特
色
で
あ
り
、
同
じ
清
華
簡
の
『
繋
年
』
の
文

章
が
極
め
て
簡
潔
な
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

『
越
公
其
事
』
の
文
字
は
、
整
っ
て
い
る
が
誤
り
も
多
く
、
い

く
つ
か
の
字
は
同
時
期
の
楚
文
字
と
比
べ
て
一
致
し
な
い
。
ま
た

隷
定
が
困
難
な
初
出
の
楚
文
字
も
見
ら
れ
る
。

本
文
献
は
、
呉
越
の
歴
史
及
び
、
楚
文
字
研
究
に
重
要
な
意
義

を
持
つ
。

研
究
書
（
中
文
書
）

「
清
華
簡
《
繋
年
》
与
古
史
新
探
研
究
叢
書
」（
李
守
奎
主

編
、
中
西
書
局
、
全
て
横
組
繁
体
字
）

清
華
簡
『
繋
年
』
に
関
す
る
研
究
書
シ
リ
ー
ズ
。
計
十
二
冊
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
執
筆
者
は
主
に
清
華
大
学
の
関
係
者
で
あ
り
、

中
に
は
清
華
簡
の
整
理
者
も
含
ま
れ
る
。
詳
細
は
以
下
の
通
り
。

１　
『
清
華
簡
《
繋
年
》
文
字
考
釈
与
構
形
研
究
』（
李
守
奎
・
肖

攀
著
、
二
〇
一
五
年
十
月
、
四
〇
二
頁
）

『
繋
年
』
の
文
字
隷
定
や
、
系
統
、
倒
写
（
文
字
全
体
や
一
部

（ 148 ）



が
、
上
下
左
右
反
対
に
な
る
現
象
）
等
に
つ
い
て
研
究
し
た
書
。

２　
『
清
華
簡
《
繋
年
》
輯
証
』（
馬
楠
著
、
二
〇
一
五
年
十
月
、

四
二
八
頁
）

『
繋
年
』
本
文
に
関
連
す
る
記
述
を
引
用
し
た
上
で
、
自
身
の

解
釈
を
述
べ
た
書
。

３　
『
清
華
簡
《
繋
年
》
集
釈
』（
李
松
儒
著
、
二
〇
一
五
年
十

月
、
三
七
六
頁
）

『
繋
年
』
本
文
に
関
連
す
る
記
述
を
引
用
し
た
上
で
、
自
身
の

解
釈
を
述
べ
た
書
。

４　
『
清
華
簡
《
繋
年
》
初
探
』（
孫
飛
燕
著
、
二
〇
一
五
年
十

月
、
一
七
三
頁
）

『
繋
年
』
の
本
文
解
釈
に
関
す
る
先
行
研
究
を
ま
と
め
た
上
で
、

自
身
の
解
釈
を
述
べ
た
書
。

５　
『
清
華
簡
《
繋
年
》
与
《
竹
書
紀
年
》
比
較
研
究
』（
劉
光
勝

著
、
二
〇
一
五
年
十
月
、
三
五
六
頁
）

『
繋
年
』
本
文
を
校
釈
し
た
上
で
、『
竹
書
紀
年
』
と
比
較
研
究

を
行
っ
た
書
。

６　
『《
繋
年
》、《
春
秋
》、《
竹
書
紀
年
》
的
歴
史
敘
事
』（
許
兆

昌
著
、
二
〇
一
五
年
十
月
、
四
〇
一
頁
）

『
繋
年
』・『
春
秋
』・『
竹
書
紀
年
』
の
歴
史
叙
述
方
法
及
び
歴

史
観
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
上
で
、
三
者
を
比
較
し
て
『
繋
年
』
の

特
徴
を
述
べ
た
書
。

７　
『
清
華
簡
《
繋
年
》
与
《
左
伝
》
叙
事
比
較
研
究
』（
侯
文

学
・
李
明
麗
著
、
二
〇
一
五
年
十
月
、
二
七
三
頁
）

『
繋
年
』
と
『
左
伝
』
の
人
物
・
事
象
等
の
叙
述
形
式
・
方
法

に
つ
い
て
比
較
研
究
し
た
書
。

８　
『
楚
官
制
与
世
族
探
研
︱
以
幾
批
出
土
文
献
為
中
心
』（
陳
穎

飛
著
、
二
〇
一
六
年
九
月
、
三
二
九
頁
）

淅
川
楚
墓
金
文
・
曽
侯
乙
墓
竹
簡
・
包
山
楚
簡
を
活
用
し
て
、

楚
の
官
制
や
世
族
に
つ
い
て
研
究
し
た
書
。

９　
『
楚
簡
書
法
探
論
︱
清
華
簡
《
繋
年
》
書
法
与
手
稿
文
化
』

（
邢
文
著
、
二
〇
一
五
年
十
月
、
二
七
〇
頁
）

『
繋
年
』
を
含
め
た
楚
簡
の
書
法
に
関
す
る
研
究
書
。

10　
『
戦
国
竹
書
形
制
及
相
関
問
題
研
究
︱
以
清
華
大
学
蔵
戦
国

竹
簡
為
中
心
』（
賈
連
翔
著
、
二
〇
一
五
年
十
月
、
二
九
〇
頁
）
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竹
簡
の
形
制
及
び
劃
痕
、
符
号
、
編
号
、
書
法
、
工
具
、
整

理
、
保
存
に
つ
い
て
考
察
し
た
書
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
新
出
土
資
料
関
連
文
献
提
要（
十
五
）」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六

十
三
号
、
大
阪
大
学
中
国
会
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
）

11　
『
古
文
字
与
古
史
考
︱
清
華
簡
整
理
研
究
』（
李
守
奎
著
、
二

〇
一
五
年
十
月
、
三
八
一
頁
）

『
繋
年
』
を
含
め
、
出
土
文
献
に
関
す
る
論
考
計
三
十
篇
を
収

録
し
た
書
。

12　
『
清
華
簡
《
繋
年
》
与
古
史
新
探
』（
李
守
奎
主
编
、
二
〇
一

六
年
十
二
月
、
五
二
八
頁
）

二
〇
一
五
年
十
月
に
行
わ
れ
た
学
術
研
討
会
「
清
華
簡
《
繋

年
》
与
古
史
新
探
」
の
論
文
集
。
計
三
十
八
篇
の
論
考
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
思
想
、
叙
述
形
式
、
書
法
、
文
字
、
形
制
、

『
左
伝
』・『
竹
書
紀
年
』
と
の
比
較
等
、
多
様
な
視
点
か
ら
清
華

簡
『
繋
年
』
を
研
究
す
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。

研
究
書
（
和
書
）

『
清
華
簡
研
究
』（
湯
浅
邦
弘
編
著
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年

九
月
、
全
四
一
二
頁
、
縦
組
和
文
）

清
華
簡
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
し
た
研
究
論
文
集
。

中
国
出
土
文
献
研
究
会
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。
執
筆
者
は
、

湯
浅
邦
弘
・
福
田
哲
之
・
竹
田
健
二
・
草
野
友
子
・
中
村
未
来
・

曹
方
向
の
計
六
名
（
敬
称
略
）。
第
一
部
「
清
華
簡
と
は
何
か
」、

第
二
部
「
清
華
簡
の
分
析
」、
第
三
部
「
清
華
簡
研
究
の
展
開
」

の
計
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

第
一
部
「
清
華
簡
と
は
何
か
」
で
は
、
発
見
か
ら
第
六
分
冊
ま

で
の
状
況
を
概
説
し
、
あ
わ
せ
て
文
字
・
書
法
の
観
点
か
ら
字
迹

分
類
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
各
分
冊
に
収
録
さ
れ
た
文
献
の
書
誌

情
報
を
簡
潔
に
紹
介
す
る
。

第
二
部
「
清
華
簡
の
分
析
」
は
、
九
本
の
論
文
か
ら
成
り
、
清

華
簡
を
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
す
る
。
具
体
的
に
取
り
上
げ
る
の

は
、『
殷
高
宗
問
於
三
寿
』・『
程
寤
』・『
尹
誥
』・『
耆
夜
』・『
湯

在
啻
門
』・『
祭
公
之
顧
命
』・『
周
公
之
琴
舞
』・『
命
訓
』
で
あ

り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
清
華
簡
の
文
献
的
お
よ
び
思
想
的
特
質

を
明
ら
か
に
す
る
。
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第
三
部
「
清
華
簡
研
究
の
展
開
」
は
、
五
本
の
論
文
か
ら
成

り
、
竹
簡
に
記
さ
れ
た
古
文
字
や
、
竹
簡
に
引
か
れ
た
劃
線
・
墨

線
な
ど
に
注
目
し
た
論
考
が
収
録
さ
れ
る
。

本
書
は
、
日
本
で
初
の
清
華
簡
に
関
す
る
研
究
論
文
集
と
い
う

点
で
重
要
な
意
義
を
有
す
る
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
一
）」

か
ら
「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
五
）」
ま
で
を
担
当
し

て
き
た
（（
十
一
）
の
み
共
同
執
筆
）
が
、
そ
の
中
に
多
く
の
誤

記
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
字
体
・
旧
字
体
が
意
図
せ
ず
混
在
し
て

い
る
箇
所
が
多
々
あ
っ
た
。
関
係
者
各
位
に
深
く
お
詫
び
す
る
と

と
も
に
、
本
稿
に
正
誤
表
を
附
し
た
い
。

正
誤
表

▼	

「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
一
）」	

	

（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
四
号
、
二
〇
一
二
年
六
月
）

・
九
四
頁
下
段
八
行
目

　

陳
偉
等
著
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
』

→
陳
偉
等
著
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』

▼	

「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
二
）」	

	

（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
八
号
、
二
〇
一
四
年
六
月
）

・
一
五
五
頁
下
段
一
〇
行
目

　
「
合
分
与
余
分
」
→
「
合
分
与
乗
分
」

・
一
五
七
頁
下
段
一
三
行
目

　
『
北
京
大
学
蔵
西
漢
楚
竹
書
（
貳
）』

→『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
貳
）』

・
一
五
八
頁
上
段
一
六
行
目

　

そ
れ
ぞ
れ
現
行
本
の
「
道
経
」「
徳
経
」
に
対
応
す
る
。

→
そ
れ
ぞ
れ
現
行
本
の
「
道
経
」「
徳
経
」
に
相
当
す
る
。

・
一
五
九
頁
上
段
五
行
目

　

下
ま
で
書
き
終
わ
ら
ず
に
次
の
竹
簡
に
書
写
す
る
形
式

→
上
・
下
段
に
分
け
て
筆
写
す
る
形
式

・
同
下
段
九
行
目

　

八
千
一
百
→
八
千
百

・
一
六
一
頁
上
段
六
行
目

　

二
〇
一
一
年
六
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た

→	

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
が
編
集
す
る
不
定

期
の
学
術
論
文
集
。
第
一
集
は
、
二
〇
一
一
年
六
月
二
十

七
日
～
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た

・
一
六
二
頁
下
段
一
〇
行
目

「
別
筆
と
課
題
︱
『
上
博
（
六
）』
所
収
楚
王
故
事
四
章
の

編
成
」
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→	「
別
筆
と
篇
題
︱
『
上
博
（
六
）』
所
収
楚
王
故
事
四
章
の

編
成
」

▼	

「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
三
）」	

	

（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
九
号
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

・
一
六
五
頁
上
段
八
行
目
・
九
行
目

　

歴
譜
→
暦
譜

▼	

「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
四
）」	

	

（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六
十
一
号
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）

・
九
三
頁
上
段
一
二
行
目

か
つ
て
文
物
出
版
社
が
出
版
し
た
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
』

と
比
べ
、

→	

か
つ
て
文
物
出
版
社
が
出
版
し
た
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
』

壱
（
一
九
八
〇
年
）・
叁
（
一
九
八
三
年
）・
肆
（
一
九
八

五
年
）
と
比
べ
、

・
九
五
頁
下
段
二
〇
行
目
お
よ
び
二
二
行
目

　

北
京
漢
簡
→
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
（
北
大
漢
簡
）

・
九
六
頁
上
段
一
九
行
目

　

海
老
名
量
介
→
海
老
根
量
介

・
九
七
頁
上
段
一
九
行
目

　
『
孟
子
』
尽
心
篇
上
「
集
大
成
也
者
～
～
」

→『
孟
子
』
万
章
下
篇
「
集
大
成
也
者
～
～
」

・
九
八
頁
下
段
一
〇
行
目

　

富
谷
至
→
冨
谷
至

▼	

「
新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要
（
十
五
）」	

	

（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六
十
三
号
、
二
〇
一
七
年
六
月
）

・
二
五
〇
頁
上
段
十
一
行
目

　
「
簡
長
は
三
〇
・
二
～
」

→「
簡
長
は
三
〇
・
三
～
」

・
二
五
〇
頁
下
段
八
行
目

　
「
未
見
北
大
簡
本
《
蒼
頡
篇
》
簡
文
集
録
」

→「
未
見
於
北
大
簡
本
之
《
蒼
頡
篇
》
簡
文
集
録
」

・
二
五
四
頁
上
段
一
〇
行
目
お
よ
び
一
三
行
目

　
「「
上
海
博
物
簡
蔵
戦
国
楚
竹
書
」
の
研
究
」

→「「
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
」
の
研
究
」

（ 152 ）




